
令和５年度　熊本県立人吉高等学校　五木分校　シラバス

教科 科目（単位数） 学年 ２年 類型 普通科

学習

目標

期間 評価方法

【１学期】

４月

～

５月

知：定期考査

　　日々の演習

思：定期考査

主：日々の演習

【１学期】

６月

知：レポート

思：レポート

主：レポート

【１学期】

７月

知：定期考査

　　日々の演習

思：定期考査

主：日々の演習

【２学期】

９月

知：定期考査

　　日々の演習

思：定期考査

主：日々の演習

【２学期】

１０月

～

１１月

知：レポート

思：レポート

主：レポート

【２学期】

１２月

【３学期】

１月～

２月

【３学期】

３月

知：レポート

思：レポート

主：レポート

数学 数学Ａ（１）　数学Ｂ（１）

　数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

（１）(数学A) 図形の性質、場合の数と確率についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、数学と人間の活動の関係について認識を深め、事象を数

学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。(数学B) 数列、統計的な推測についての基本的な概念や原理・法則を体

系的に理解するとともに、数学と社会生活の関わりについて認識を深め、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるよ

うにする。

（２）(数学A) 図形の構成要素間の関係などに着目し、図形の性質を見いだし、論理的に考察する力、不確実な事象に着目し、確率の性質などに基づいて事象の起こりや

すさを判断する力、数学と人間の活動との関わりに着目し、事象に数学の構造を見いだし、数理的に考察する力を養う。(数学B) 離散的な変化の規則性に着目し、事象を

数学的に表現し考察する力、確率分布や標本分布の性質に着目し、母集団の傾向を推測し判断したり、標本調査の方法や結果を批判的に考察したりする力、日常の事象や

社会の事象を数学化し、問題を解決したり、解決の過程や結果を振り返って考察したりする力を養う。

（３）(数学AB) 数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度、問題解決の過程を振り返って考察を深め

たり、評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

単元（学習内容） 評価基準【知識・技能】 評価基準【思考・判断・表現】 評価基準【主体的に学習に取り組む態度】

数学Ａ

　第３章　数学と人間の活動

　　第１節　約数と倍数

　　第２節　１次不定方程式

・整数を中心とした数学的な性質を理解

することができる。

・1次不定方程式の整数解を求めること

ができる。

・身近な事象について数学的に捉え，最

大公約数・最小公倍数との関係について

考察することができる。

・日常的な問題について1次不定方程式

と関連付けて考察することができる。

・身のまわりの事象に数学が利用できる

ことで，数学のよさを認識することがで

きる。

・他人と協働して課題を解決しようとす

ることができる。

数学Ａ

　第２章　図形の性質

　　第１節　三角形の性質

　　第２節　円の性質

　　　　　　～研究問題～

・角の二等分線の性質や三角形の五心の

性質を理解している。

・メネラウスの定理や方べきの定理など

の定理を利用することができる。

・円の基本的な性質を理解している。

・定理や公式の証明方法を考えることが

できる。

・文字で書いてある内容を，図で表現す

ることができる。

・円と直線の位置関係など，動的なもの

の考察をすることができる。

・基礎的な問題に粘り強く取り組むこと

ができる。

・問題解決の過程を振り返り，考察を深

めることができる。

数学Ａ

　第２章　図形の性質

　　第３節　作図

　　第４節　空間図形

・手順通りの作図をすることができる。

・正多面体の特徴を理解し，それに基づ

いて面，頂点，辺の数を求めることがで

きる。

・平行線と線分の比の性質を利用して作

図の方法を考察することができる。

・図形の性質に着目し，図形の性質の新

たな性質を見いだし，その性質について

論理的に考察することができる。

・基礎的な問題に粘り強く取り組むこと

ができる。

・問題解決の過程を振り返り，考察を深

めることができる。

数学B

　第２章　統計的な推測

　　第１節　確率分布

・確率変数や確率分布について，用語の

意味を理解し、確率分布を求めることが

できる。

・確率変数の期待値，分散，標準偏差な

どを用いて確率分布の特徴を考察するこ

とができる。

・身のまわりの事象に数学が利用できる

ことで，数学のよさを認識することがで

きる。

・他人と協働して課題を解決しようとす

ることができる。

数学B

　第１章　数　列

　　第２節　漸化式と数学的

　　　　　　帰納法

・漸化式の意味を理解し，具体的に項や

一般項を求めることができる。

・数学的帰納法の仕組みを理解し、利用

することができる。

・複雑な漸化式を，おき換えなどを用い

て既知の漸化式に帰着して考えることが

できる。

・数学的帰納法を用いて等式不等式，自

然数に関する命題を証明できる。

・身のまわりの事象に数学が利用できる

ことで，数学のよさを認識することがで

きる。

・他人と協働して課題を解決しようとす

ることができる。

使用教材

（教科書・副教材）
教科書：「 最新 数学Ａ 」（数研出版）　 最新 数学Ｂ 」（数研出版）

学習方法

授業では，教科書の内容と例題を教師と対話しながら学習し，その後練習問題を解く。

家庭では，授業で扱った問題を数値を変えて演習し，復習型の学習に取り組む。

日常生活と関連した問題やコンピュータを活用した学習等（研究問題）に取り組むことで，数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度や創

造性の基礎を養う。

評価について

①定期考査：主に「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」を評価する。

②提出物（日々の演習）：主に「知識・技能」「主体的に学習に取り組む態度」を評価する。

③レポート（各学期末等）：主に「思考力・判断力・表現力」「主体的に学習に取り組む態度」を評価する。

＊各単元における評価方法は，上記の「評価方法」の通りである。

知：定期考査

　　日々の演習

思：定期考査

　　レポート

主：日々の演習

数学Ａ

　第３章　数学と人間の活動

　　第３節　記数法

　　第４節　座標の考え方

　　第５節　ゲーム・パズルの

　　　　　　中の数学

・記数法，10進法，2進法，n 進法につ

いて理解している。

・三目並べのルールを理解している。

・現代の記数法を古代の記数法と比較

し，特徴を説明することができる。

・ゲームの設定を多面的かつ論理的に考

え，ゲームで勝つ方法を導くことができ

る。

・基礎的な問題に粘り強く取り組むこと

ができる。

・問題解決の過程を振り返り，考察を深

めることができる。

数学B

　第１章　数　列

　　第１節数列とその和

・等差数列・等比数列の公式を適切に利

用して，一般項や数列の和が求めること

ができる。

・記号Σの意味と性質を理解し，数列の

和やいろいろな数列の一般項を求めるこ

とができる。

数の並び方からその規則性を推定して，

一般項や項の関係が考察できる。

・等差数列や等比数列の和を工夫して求

める方法について考察できる。

・数列の規則性の発見に階差数列が利用

できる。

・基礎的な問題に粘り強く取り組むこと

ができる。

・問題解決の過程を振り返り，考察を深

めることができる。


